
２０２３－１年◆Ｃ 

 

 

 

２０２３年度授業計画 

(シラバス) 

 

 

１年生 
 

 

お茶の水はりきゅう専門学校 
 

 

 



２０２３－１年◆Ｃ 

１年次適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２３－１年◆Ｃ 

 

目 次 

生物学................................................................................. 1 

心理学Ⅱ .............................................................................. 3 

漢方薬概論 ........................................................................... 5 

ヘルスプロモーション概論Ⅰ .................................................... 7 

ヘルスプロモーション概論Ⅱ ...................................................10 

栄養学................................................................................13 

栄養学................................................................................15 

解剖学Ⅰ .............................................................................17 

解剖学Ⅱ .............................................................................19 

生理学Ⅰ .............................................................................22 

生理学Ⅱ .............................................................................24 

東洋医学概論Ⅰ ....................................................................26 

経絡経穴概論 .......................................................................28 

鍼灸理論Ⅰ ..........................................................................30 

基礎はりきゅう実技Ⅰ（鍼） ...................................................31 

基礎はりきゅう実技Ⅱ（灸） ...................................................34 

臨床はりきゅう実技Ⅷ（オムニバス） ........................................36 

 



２０２３－１年◆Ｃ 

―1― 

生物学 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （前期） 2単位 講義  

非常勤講師 小林 賢  

〔一般目標（GIO）〕 生物学の基礎力を身につけるために、細胞、組織、器官、個体レベルでの生

命現象に関する基本的知識を修得する。 

〔授業概要〕 生物学の基礎を身につけるために、細胞・組織・器官・個体レベルでの生命現象に関

する基本的知識を修得できるように、講義を主体とした授業を行う。 

〔授業計画〕 前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 細胞の構造と機能⑴ 

生命の定義を説明できる。 

細胞の全体像を図示できる。 

原核細胞と真核細胞の特徴を説明できる。 

核とリボソームの構造と機能を説明できる。 

2 細胞の構造と機能⑵ 

小胞体、ゴルジ体、リソソームなどの細胞内膜系の構造と機能を説明でき

る。 

ミトコンドリア、葉緑体の構造と機能を説明できる。 

3 細胞膜の構造と機能 

脂質二重層について説明できる。 

細胞膜を介する物質の受動・能動輸送過程を概説できる。 

細胞膜を介する分泌と吸収の過程を概説できる。 

膜イオンチャネルとポンプについて概説できる。 

4 細胞骨格と細胞間接着 

細胞骨格の種類とその構造と機能を概説できる。 

細胞間接着の種類を列挙できる。 

細胞間接着の機能を概説できる。 

5 代謝と酵素 

三大栄養素の代謝について概説できる。 

酵素の機能と特徴について概説できる。 

補因子について概説できる。 

ビタミンの機能と欠乏症について説明できる。 

6 糖質の構造と機能 

糖質の化学的構造と役割について概説できる。 

単糖の構造と機能について概説できる。 

オリゴ糖の構造と機能について概説できる。 

多糖の構造と機能について概説できる。 

7 糖質の代謝 
糖質の消化と吸収について説明できる。 

エネルギー代謝について説明できる。 

8 脂質の構造と機能 

脂質の分類について概説できる。 

リン脂質について概説できる。 

リポタンパク質について説明できる。 

9 脂質の代謝 

脂質の消化と吸収について説明できる。 

β酸化について説明できる。 

脂肪酸、中性脂肪、コレステロールの合成について概説できる。 

10 
タンパク質の構造と機

能 

タンパク質の分類について概説できる。 

アミノ酸の特徴と分類について概説できる。 

タンパク質の構造について説明できる。 

11 タンパク質の代謝 タンパク質の消化と吸収について説明できる。 
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ビリルビン代謝 尿素回路について概説できる。 

ビリルビン代謝について概説できる。 

12 遺伝子と染色体 

遺伝子の本体について説明できる。 

染色体について説明できる。 

メンデルの法則を説明できる。 

13 核酸の構造と機能 

核酸の構造と機能を説明できる。 

核酸の代謝について概説できる。 

セントラルドグマを説明できる。 

DNAの複製過程と修復機構を概説できる。 

14 
核酸の構造・機能・代

謝 

メンデルの法則を説明できる。 

遺伝子型と表現型の関係を説明できる。 

性染色体による性の決定と伴性遺伝を説明できる。 

15 転写・翻訳・複製 

セントラルドグマを説明できる。 

転写と翻訳の過程について概説できる。 

DNAの複製過程について概説できる。 

16 ホルモンの構造と機能 

シグナル伝達について概説できる。 

ホルモンの分類について説明できる。 

ホルモンの役割について説明できる。 

17 生体防御の機序⑴ 
生体の非特異的防御機構を説明できる。 

自然免疫の役割を説明できる。 

18 生体防御の機序⑵ 
獲得免疫の役割について説明できる。 

体液性免疫と細胞性免疫応答を説明できる。 

19 定期試験 選択方式 

20 解説授業 定期試験の解説 

〔方略〕 スライドおよび板書を中心として講義を行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験の成績（評価：60点以上）により評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 電子メール：kobayasi@nichiyaku.ac.jp 

〔教科書〕 「系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能[2] 生化学 第 14版」 

著者：畠山鎮次ら 出版社：医学書院 ISBN 978-4-260-03556-9 

〔参考書〕 小林賢 編（2010）『医歯薬系のための生物学』講談社サイエンティフィク 
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心理学Ⅱ（‘20）                    科目コード：1529455 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （通年） 2単位 講義  

放送大学  

〔一般目標（GIO）〕 中・高年者の心理的特性や置かれている今日的状況を発達的かつ多角的にと

らえ、心理臨床的支援をめぐる課題について理解する。 

〔授業概要〕 中年期から老年期にかけて位置する人々の心理について、彼らを取り巻く社会的、時

代的状況や、社会問題となっているライフイベントなどに焦点を当て、心理臨床的課題を明らかにす

るとともに実際の支援のあり方について、関連の理論や質的、量的な実証データなどを用いて講ずる。 

〔履修上の留意点〕 臨床心理学領域では、ライフサイクルの視点から「乳幼児・児童の心理臨床」

と「思春期・青年期の心理臨床」も開講されている。それらの展開科目として位置づけられているた

め、ライフサイクルの観点から上記の２科目についても学習し、生涯発達的な視座から理解を深めて

いただきたい。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 

中高年の人々はどうい
う時代を生きてきたの

か 

－生涯発達的視座から

みた心理臨床的課題－ 

中高年者が生きてきた時代背景をふまえた上で、中高年がこれから生きて
いく時代を展望し、彼らに対する心理臨床的視点の有用性について論じ
る。 
【キーワード】 

社会変動、生涯発達、コホート、高齢化、ライフコースの多様化 

2 

中年期という時期 

－その発達的位置づけ

と心理的特徴－ 

生涯における中年期の発達的な位置づけや、彼らが直面している心理社会
的課題について、中年期を説明する諸理論や実証データを通して論じる。 
【キーワード】 
中年期、心理社会的課題、ジェネラティビティ、人生移行、ターニングポ
イント 

3 
中年期を生きる人々を

支える 

中年期における疾病の特徴や彼らのメンタルヘルスをめぐる問題をふま
え、「中年期危機」の構造や支援の課題について論じる。 
【キーワード】 

中年期危機、更年期障害、ストレス、メンタルヘルス、アイデンティティ

の再体制化 

4 
働くことにかかわる心

理臨床 

キャリア発達、ワーク・ライフ・バランス、職場復帰支援など、中高年の
働くことにかかわる問題と心理臨床的支援について論じる。 
【キーワード】 

中高年、キャリア、キャリア発達、ワーク・ファミリー・コンフリクト、

ワーク・ライフ・バランス、職場復帰支援 

5 
家族にかかわる心理臨

床 

夫婦の不和や離婚、子どもの養育ならびに巣立ち、老親介護をめぐる家族
役割への適応など、人生後半期の家族にかかわる問題と心理臨床的支援に
ついて論じる。 
【キーワード】 

夫妻間不和、熟年離婚、家族システム、子の巣立ち、介護-被介護関係 

6 
人生の途中で病・障害

をかかえるということ 

不測の事態により人生の半ばで自らが障害を負ったり、病に見舞われた
人々、そしてそれを支える周囲の人々の心理と、その際の心理的な支援に
ついて論じる。 
【キーワード】 

中途障害、障害受容、脊髄損傷、高次脳機能障害、がん、心的外傷後成長 

7 
定年退職にかかわる心

理臨床 

定年退職への心理的適応について、 定年前から定年退職へのプロセスを
ふまえ、退職後の人間関係の再構築など生活構造の大幅な変化に直面した
人々への心理臨床的支援について論じる。 
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【キーワード】 

定年退職、中高年、高年齢者雇用安定法、心理社会的課題、キャリアコン

サルティング 

8 

こころとからだのエイ

ジング－からだを中心

にして－ 

身体機能（感覚・知覚・身体面）のエイジングによる低下は、社会参加や
心理的側面に影響を与える。本章では、その特性と適応をめぐる問題をふ
まえ、心理臨床的支援との関連について論じる。 
【キーワード】 

疾病、身体・生理機能、感覚・運動機能、睡眠 

9 

こころとからだのエイ
ジング 

－知的機能を中心にし

て－ 

知的機能（知能、記憶など）のエイジングの特性とその背景要因、機能維
持のための方略、そして、アセスメント等について論じる。 
【キーワード】 

知的機能、知能、CHC理論、記憶、エイジング、リスク要因、WHO 

10 老年期という時期 

老年期は発達的どのような時期なのか、心理学の中でどのように位置付け
られているのかということについて、高齢者の置かれている状況、悩み、
エイジズムを踏まえながら論じる。また、老年期に関わる諸理論について
紹介する。 
【キーワード】 

エイジズム、獲得と喪失、老年的超越、SOC理論、社会情動的選択性理論 

11 

高齢者に対する心理臨

床(1)―理解に焦点を

あてて－ 

老年期といいう発達段階にある高齢者の心理に焦点をあて、事例を交えな
がら、その理解について、方法論も含めて論じる。 
【キーワード】 

心理臨床の役割、アセスメントの方法、多面的枠組みによる情報の整理、

ライフイベント、生活史 

12 認知症の理解 

認知症は頻度が高く、生活に大きな影響を与えることから、高齢者の心理
的問題を考える上で重要なテーマである。ここでは、認知症の原因疾患と
主な症状とその検査、治療法について解説する。 
【キーワード】 

認知症、認知機能障害、BPSD、うつ、せん妄、非薬物療法 

13 

高齢者に対する心理臨

床(2)―心理的介入の

ための方法―） 

高齢者に対する心理的支援のための方法について、高齢者への理解から心
理的介入、評価に至る過程について、ケースフォーミュレーションの流れ
に準拠しながら、事例を交えて論じる。 
【キーワード】 

高齢者、認知症、心理的介入、心理療法、ケースフォーミュレーション、

多職種連携協働 

14 
認知症の人に対する支

援 

認知症の人が地域で生活していくためには、医療介護の専門職との連携が
重要である。認知症の人の心理をふまえ、支援にあたっての基本的な考え
方や認知機能の低下による課題とその対応について、家族への支援も含め
て解説する。 
【キーワード】 

多職種連携、BPSD、応用行動分析、介護者支援、意思決定支援 

15 死ぬということ 

死にゆく人々と残される人々の心理について、悲嘆反応や喪の作業などの
理論をふまえ、そのプロセスをたどるとともに、心理臨床的支援について
論じる。 
【キーワード】 

悲嘆反応、喪の作業、自死、デス・エデュケーション、セルフヘルプ・グ

ループ、複雑性悲嘆 

〔執筆担当〕宇都宮 博（立命館大学教授）、大塚 泰正（筑波大学准教授）、大川 一郎（筑波大学

教授）、成本 迅（京都府立医科大学教授）、上手 由香（広島大学教授） 

〔方略〕 テレビ、インターネットを視聴 

〔評価方法と基準〕 通信指導の提出、放送大学の本試験にて成績評価 

〔教科書〕 随時紹介 

〔参考書〕 随時紹介 
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漢方薬概論 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （後期） 2単位 講義  

非常勤講師 大山良治・橋本寛子  

〔一般目標（GIO）〕 漢方薬は、人類の長い歴史の中で用いられてきた天然由来の薬物である。漢

方薬は複数の生薬から構成され、漢方薬を理解するためには生薬の有効成分や薬能に関する知識を併

せ持つことが大切である。本授業では生薬の配合意義、さらに漢方薬の基礎及び臨床効果を学ぶこと

により、漢方薬に対する基礎的な理解を深めるとともに臨床的な使い方も習得する。 

〔授業概要〕 本授業では、漢方薬の基礎を身につけるために、漢方理論に従った生薬の配合意義と重要漢方処

方の効果を講義したうえで、臨床的な使い方を習得することを目的として講義を実施する。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 漢方医学の歴史と特徴 
漢方医学の歴史を理解する、 

漢方薬の特徴を理解し、さらに証を理解する 

2 
多成分系の意義と漢方

理論 

多成分系としての漢方薬の意義を理解する 

漢方理論の概要を理解する 

3 生薬とは何か 生薬の薬性、分類、配合方法、薬効分類、修治などについて理解する 

4 
漢方理論に基づく生薬

の配合 

桂枝湯を例にして、生薬の配合意義について理解する。さらに生薬配合の

違いが証に与える影響について理解する 

5 
太陽病に使用する漢方

薬とその作用機序 

辛温解表剤の作用機序を理解するための「体温のセットポイント説」につ

いて理解する 

6 
小陽病他に用いる漢方

薬とその作用機序 

小陽病に使用される漢方薬（柴胡剤）の構成生薬とその配合意義について

理解する 

7 
漢方処方構成解析の意

義 
漢方処方の構成生薬を解析することがなぜ処方の理解に必要かを理解する 

8 
呼吸器系疾患に使用す

る処方の解析 

呼吸器系疾患に使用する代表的な漢方処方の特徴、及びその構成生薬が処

方においてはたしている役割について理解する。 

9 
消化器系疾患に使用す

る処方の解析 

消化器系疾患に使用する代表的な漢方処方の特徴、及びその構成生薬が処

方においてはたしている役割について理解する。 

10 
血液・循環器系疾患に

使用する処方の解析 

血液・循環器系疾患に使用する代表的な漢方処方の特徴、及びその構成生

薬が処方においてはたしている役割について理解する。 

11 

整形外科系疾患及び婦

人科系疾患に使用する

処方の解析 

整形外科系疾患及び婦人科系疾患に使用する代表的な漢方処方の特徴、及

びその構成生薬が処方においてはたしている役割について理解する。 

12 
その他の疾患に使用す

る処方の解析 

これまで取り上げたもの以外の系統の疾患に使用する代表的な漢方処方の

特徴、及びその構成生薬が処方においてはたしている役割について理解す

る。 

13 統合医療と漢方理論 統合医療の中で実際に漢方の使われ方を学ぶ。 

14 
漢方診断学、漢方にお

ける副作用 
漢方の診察法、漢方の副作用について学ぶ。 

15 
養生、倦怠感に用いる

漢方 
漢方における養生の考え方、また補剤について学ぶ。 

16 感染症に用いる漢方 感染症治療に用いる漢方について学ぶ。 
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17 
ストレス、不眠など精

神科領域に用いる漢方 
精神科領域に用いる漢方について学ぶ。 

18 
婦人科領域に用いる漢

方 
婦人科領域に用いる漢方について学ぶ。 

19 定期試験 選択方式 

20 解説授業 定期試験の解説 

〔方略〕 スライドおよび板書を中心として講義を行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験の成績（評価：60点以上）により評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 出勤時間内に対応（火曜日） 

〔教科書〕 現代医療における漢方薬改訂第３版（日本生薬学会編、南江堂） 

〔参考書〕 随時紹介 
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ヘルスプロモーション概論Ⅰ（‘23）           科目コード：1519174 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （通年） 2単位 講義  

放送大学  

〔一般目標（GIO）〕 メンタルヘルスの領域における基礎知識を身につけ、さまざまな問題にとり

くむための基本的な能力を養うことを目的とする。 

〔授業概要〕 メンタルヘルス（＝人の心の健康）を支える力は、ライフサイクルの中で養われ、人

と人とのネットワークの中で維持されるものである。この科目では、そのような健康な力を育むメカ

ニズムを学ぶとともに、破綻の結果として生じる精神疾患のあらましを知り、生活の場において生じ

るさまざまな問題の現状と対策を考えていく。メンタルヘルスの危機が叫ばれている今日、喫緊のテ

ーマを扱うものである。 

〔履修上の留意点〕概説的な科目であるので、特にあらかじめ履修しておくべき科目はないが、関心

に応じて精神医学や臨床心理学など関連分野について学習することを勧めたい。          

※この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。  

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
メンタルヘルスとは何

だろうか 

全体の導入として、メンタルヘルスという概念の意味・内容について検討
する。疾病構造の変化や最近の統計データを確認し、WHO の健康の定義
やそこに現れている包括的な健康観を学びながら、今日におけるメンタル
ヘルスの意義について考える。 
【キーワード】 

メンタルヘルス、包括的な健康観、精神疾患、身体的健康、健康なパーソ

ナリティ 

2 

ライフサイクルとメン

タルヘルス（１） 

周産期・乳児期・幼児

期 

周産期は妊娠・出産といった身体的変化に伴い、心理的にも不安定になり
やすい時期である。この時期に生じる心の問題について、母親の症状、母
子の関係性にみられる症状について紹介し、母親のメンタルヘルスを高め
るための方法について考察する。 
【キーワード】 
妊娠、出産、アタッチメント、虐待、産後うつ 

3 

ライフサイクルとメン

タルヘルス（２） 

児童期、思春期、青年

期 

子どもは家庭と学校で多くの時間を過ごしているため、子どものメンタル
ヘルスに大きな影響を及ぼしている要因として家庭と学校、そしてコミュ
ニティがある。本章では各々の領域における子どもの心の問題に焦点を当
て、メンタルヘルスを高めるための方法について考察する。 
【キーワード】 

対人関係、アイデンティティ、不登校、いじめ 

4 

ライフサイクルとメン

タルヘルス（３） 

成人期 

今日の成人期はかつてと異なり、絶えず変化する社会環境に不断の再適応

を迫られるストレスフルな時期である。男性と女性の生理的・心理的相違

や社会的役割をめぐる葛藤が、それぞれの性に特有の問題をもたらすこと

も見逃せない。 

【キーワード】 

就労、結婚、ジェンダ－、役割期待 

5 

ライフサイクルとメン

タルヘルス（４） 

老年期と人生のしめく

くり 

急速に高齢化社会を迎えている現代で、老年期のメンタルヘルスを保つこ
とが重要な時代になってきている。高齢になるとさまざまな健康問題、喪
失体験と向き合うことになる。高齢になると心にどのような変化があり、
それに対応していくかを学ぶ。 
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【キーワード】 

老年期、認知症、介護、抑うつ、健康、死 

6 ストレスの理論 

ストレス理論の歴史と現状について学ぶ。セリエからラザルスを経て今日

に至る歴史的な流れを展望した後、現時点での代表的な考え方を紹介し、

メンタルヘルスにおけるストレス理論の重要性を論じる。 

【キーワード】 

ストレス、ストレッサー、セリエ、ラザルス 

7  職場とストレス 

近年、職場における勤労者のストレスがメンタルヘルス維持にとって重要
な問題となっている。職場ストレスの現状について学ぶとともに対策を検
討する。最後に、復職支援や障害者雇用の現状についても触れる。 
【キーワード】 

職場ストレス、安全配慮義務、労働災害、職場ストレスモデル、職場復帰

支援 

8 
ストレス・コーピング

の実践 

前回まで学んだ理論的基礎を踏まえ、自分自身のストレスに適切に対処し
ていくための実践的な方略について学ぶ。自らのストレスの原因を整理す
ること、ストレス対処には幅広い方法があることを意識していることが大
切である。 
【キーワード】 

ストレス・コーピング、認知的評価、ジョブ・クラフティング 

9 

精神疾患（１） 

心の病とはどんなもの

か 

精神疾患はメンタルヘルスが破綻した結果として起きるものである。この
回では精神疾患全般を広く見渡し、精神医療の現状や精神疾患の診断・治
療・原因論などについて学ぶ。精神疾患の発症に対する遺伝や環境の影響
についても正しく理解したい。 
【キーワード】 

精神疾患、ＤＳＭ、遺伝と環境、薬物療法、精神療法 

10 

精神疾患（２） 

脳の機能変調と精神疾

患 

脳の機能変調にもとづく精神疾患として、統合失調症と躁うつ病をとりあ
げ、その症状・発病機序・疫学・治療・経過などについて学ぶ。両者はか
つて二大精神病と呼ばれた代表的な精神疾患であり、基本的なことがらに
ついてよく理解しておきたい。 
【キーワード】 

統合失調症、うつ病、躁うつ病、気分障害、脳の機能変調 

11 
精神疾患（３） 

不安とその周辺 

不安は人間の存在にとって必要な心の動きである。しかし、これがあまり
にも重篤で、長期にわたる場合には、日常生活に大きな支障をきたすこと
になる。重症化すると、日常生活が極端に制限されたり、他の精神疾患が
合併したりすることもある。そこで、早期の段階で問題に気づいて、適切
な対応を取ることが必要である。 
【キーワード】 

不安、恐怖、神経症、パニック障害、境界性パーソナリティ障害 

12 

精神疾患（４） 

ストレスとストレス反

応 

ストレスに関連する精神疾患として、適応障害、急性ストレス障害（ASD）、
外傷後ストレス障害（PTSD）などがあげられる。心身症や摂食障害もス
トレスと関係深い。これらの疾患についてストレスとの関連を学ぶ。 
【キーワード】 

ストレス、適応障害、PTSD、心身症、摂食障害 

13 

精神疾患（５） 

アルコール依存症と薬

物乱用 

アルコール依存症や、覚醒剤その他の物質乱用は、今日の大きな健康問題
となっており、その裾野は大きく広がっている。これら有害な物質に対す
る依存・乱用によって生じる症状や、そこから派生する問題などを広く展
望する。 
【キーワード】 

アルコール関連問題、アルコール依存症、心理的依存、身体的依存、覚醒

剤 

14 
災害時とメンタルヘル

ス 

巨大災害はわが国の歴史の中で反復生起するものであり、その備えは社会
制度や人の意識の中に常に必要とされる。災害後の支援、復興には時間が
かかり、急性期そして中・長期の精神的な支援は欠かせない。昨今、災害
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時のメンタルヘルスの重要性が問われており、現状と対策を考えたい。 
【キーワード】 

自然災害、人為的災害、被災者支援、支援者支援、DPAT 

15 自殺とその予防 

わが国の年間自殺者数は約 21,000人であり、交通事故死者数の約６倍と
なっている(2017年現在）。2006年には自殺対策基本法が成立し、自殺予
防は社会全体の課題であると宣言された。自殺予防のために、その現状、
予防のための基本概念、対応の原則について解説する。早期の段階で問題
に気づき、適切な対応を取ることで、自殺予防の余地は十分に残されてい
る。 
【キーワード】 

自殺、自殺予防、事前予防、危機対応、事後対応 

〔執筆担当〕石丸 昌彦（放送大学教授）、山口 創（桜美林大学教授）、高橋 晶（筑波大学准教

授）、種市 康太郎（桜美林大学教授）、高橋 祥友（筑波大学教授） 

〔方略〕 テレビ、インターネットを視聴 

〔評価方法と基準〕 通信指導の提出、放送大学の本試験にて成績評価 

〔教科書〕 随時紹介 

〔参考書〕 随時紹介 
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ヘルスプロモーション概論Ⅱ（‘19）           科目コード：1710133 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （通年） 2単位 講義  

放送大学  

〔一般目標（GIO）〕 スポーツは、心身の健康の保持増進にも重要な役割を果たすものであり、健

康で活力に満ちた長寿社会の実現に不可欠であることを学ぶ。分子生物学・運動生理学など、基礎医

学の最新知見から、スポーツや運動が、寿命の延長など、健康長寿に効果があることを学ぶ。 

〔授業概要〕 スポートロジーは、スポーツと健康の関わりを科学的に解明する新しい学問分野とし

て新たに創設されたものである。科学的根拠に基づく習慣的な運動によって、生活習慣病の予防や治

療、要介護につながる高齢者の転倒・骨折予防、認知症やうつ病の予防などを行おうという新しい学

問である。医学とスポーツ健康科学と連携して、個人個人の体質に応じた肥満予防のためのスポーツ

療法など、スポーツと医学が手を結び合って、一般市民の健康増進のための様々な対策を打ち出して

いこうという体系立った学問の教育を目指す。 

〔履修上の留意点〕「公衆衛生(’19)」も履修することを推奨する。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
健康長寿のためのスポ

ートロジー 

現代の医療環境と健康増進、予防医学について説明し、スポートロジーと
いう新しい学問体系の必要性について解説する。生活習慣病の予防や治
療、要介護回避のための転倒・骨折や寝たきり予防、認知症の予防や治療
に応用するための学問体系である。 
【キーワード】 

要介護、生活習慣病、心臓リハビリテーション、スポーツ医学 

2 現代社会と運動不足 

遺伝的要因と生活習慣（食事、運動、休養）が長期間にわたって不適切だ
った人のかかりやすい病気が生活習慣病である。最近の運動・医科学の研
究により、これら生活習慣病に慢性的な運動不足が大きく関係しているこ
とが明らかとなっている。ここでは、最新の運動生理学の知見を解説する。 
【キーワード】 
生活不活発病、ＮＥＡＴ、廃用性筋萎縮 

3 

運動が全身に与える影

響 

－水中運動の効果－ 

近年、社会の水泳に対する需要は増え、年々幅広いものとなっている。そ
の需要は、「競泳」に留まらず「アクアエクササイズ」、「水中ウォーキ
ング」、「水を利用したヒーリング」など多岐にわたる。水中運動が呼吸
循環機能や、エネルギー代謝に与える影響を、生体データに基づいて解説
する。 
【キーワード】 

水中運動、アクアエクササイズ、水中ウォーキング 

4 
肥満のメカニズムと運

動 

体重、体脂肪を調節しているのは自律神経である。運動をしないと自律神

経の活動が低下する。筋肉量が減って筋力が低下するだけでなく、基礎代

謝も低下する。その結果として太るわけである。運動はこの自律神経機能

を回復・亢進させ過剰な食欲を抑え、内臓脂肪を低減させる。これらのメ

カニズムを最新の知見をもとに分かりやすく解説する。 

【キーワード】 

自律神経、褐色脂肪、食欲調節ホルモン 

5 
運動とメタボリックシ

ンドローム 

メタボリックシンドロームのメカニズムとして内臓脂肪の蓄積とそれに
伴うインスリン抵抗性の重要性が指摘されているが、近年、肝臓や骨格筋
の細胞内に蓄積する脂質（異所性脂肪）がインスリン抵抗性の病態として
より重要であることが明らかとなってきている。メタボリックシンドロー
ムの概念と異所性脂肪との関連、それに対する食事、運動の効果について
解説する。 
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【キーワード】 

異所性脂肪、インスリン抵抗性 

6 運動と糖尿病 

近年、２型糖尿病患者数は増加の一途を辿り、今後効果的な予防や治療法

の開発が望まれる。肝臓や骨格筋の細胞内に蓄積する脂質（異所性脂肪）

がインスリン抵抗性の病態としてより重要であることが明らかとなって

きているが、糖尿病の発症、治療におけるそれらの重要性や具体的な対処

方法について考えたい。特に日本人においては、非肥満の２型糖尿病が多

く、その発症機序と運動の役割について詳しく解説する。 

【キーワード】 

異所性脂肪、インスリン抵抗性、行動変容 

7 
 運動と心血管疾患

(１) 

心臓血管系の構造、代表的な心血管疾患の分類、原因、その病態について
解説する。それらの疾患に関連する危険因子について理解する。それぞれ
の疾患における運動療法に位置付け、実情と問題点について解説する。動
脈硬化を基盤として発症する虚血性心疾患は増加している。虚血性心疾患
の予防、虚血性心疾患患者の心血管イベント再発予防は重要である、その
二次予防における運動療法の意義、包括的疾病管理プログラムである心臓
リハビリテーションについて解説する。 
【キーワード】 

虚血性心疾患、大動脈疾患、脳卒中、末梢動脈疾患、危険因子、動脈硬化、

心臓リハビリテーション 

8 運動と心血管疾患(２) 

心不全患者は増加している。心不全の原因と病態を理解する。心肺運動負
荷試験の特徴とその意義、心不全に対する運動処方、運動療法の効果につ
いて解説する。さらに、心不全に対する心臓リハビリテーションの実際、
レジスタンストレーニングの有効性について解説する。 
【キーワード】 

心不全、無酸素運動、有酸素運動、運動処方、心肺運動負荷試験、心臓リ

ハビリテーション、レジスタンストレーニング 

9 

運動と運動器疾患(１) 

－ロコモティブシンド

ローム－ 

我が国の健康寿命の定義である介護保険を要する原因となる病気の第一
位は、かつては脳出血や脳梗塞などの脳出血疾患であったが、近年これが
骨や軟骨といった「運動器」の病気（運動器疾患）となっている。したが
って、運動器疾患に対して適切な治療を行うこと、さらに、より早期に診
断し治療することや、発症しないための努力も重要となる。高齢社会にお
ける健康寿命の延伸の実現に向けて、ロコモティブシンドローム（ロコモ）
という定義が、運動器疾患の治療のみならず、早期発見や早期治療、さら
には予防に取り組むことを目的に行動するために考案された。これらにつ
いて解説する。 
【キーワード】 

健康寿命、運動器、ロコモティブシンドローム、ロコモ度、ロコトレ、骨

粗鬆症、変形性膝関節症、脊柱管狭窄症 

10 

運動と運動器疾患(２) 

－骨粗鬆症と変形性膝

関節症－ 

骨・軟骨・筋肉そして関節などの「運動器」は、ヒトのもつ「移動能力」
を司る。その機能維持には、「動かすこと」が重要である。長寿化に伴い
増加する骨粗鬆症は骨折を、変形性膝関節症は膝の痛みを引き起こすこと
により、立ち上がり、姿勢を保ち、そして歩くといった移動能力の低下を
招く。この回では、長寿化とともに誰にでも起こり得る代表的な運動器疾
患である骨粗鬆症と変形性膝関節症について、その病態について説明する
とともに、「動くこと」や「動かすこと」がこれらの運動器疾患の予防や
進行の防止に果たす重要性について理解する。 
【キーワード】 

運動器、骨、軟骨、半月板、骨粗鬆症、変形性膝関節症、運動療法、力学

的負荷 

11 運動と骨格筋 

骨格筋は、刺激の変化に対してよく適応する非常に可塑性に富んだ組織で
あり、筋力トレーニングなど負荷の増大に対しては肥大し、反対に無重力
環境などの不活動な状態によって萎縮する。この回では、まず骨格筋が力
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を発揮する基本的なしくみを理解し、さらに骨格筋の特性とスポーツ競技
との関連性についての理解を深める。その上で、加齢に伴う筋萎縮（サル
コペニア）と骨格筋に関わるアスリート遺伝子（αアクチニン３遺伝子）
を題材に、骨格筋の役割について分子、遺伝子のレベルからも理解するこ
とを目指す。 
【キーワード】 

筋力トレーニング、筋肥大、筋萎縮、サルコペニア、筋線維組成 

12 認知機能と脳 

認知機能は脳の様々な部分と関連している。この回では、認知機能と関連
が深い脳部位について解説した後、最も重要な認知機能である記憶と前頭
連合野の機能について解説する。 
【キーワード】 

脳、認知機能、実行機能、記憶、前頭連合野、海馬 

13 
加齢による脳の変化、

認知症とその予防 

認知症が今後ますます大きな社会問題となることは間違いない。そこで、
加齢による脳の変化、認知症について解説した後、運動を含めたライフス
タイルの改善による認知症の予防法について解説する。 
【キーワード】 

脳、加齢、認知症、海馬、食事、運動 

14 運動とがん 

がんは今や国民の二人に一人がかかる病気である。がんの原因を明らかに
し、それらに対する予防法を見いだし有効な予防対策を講じることは、国
全体として戦略的に取り組むべき喫緊の課題である。がんは遺伝子の変異
等が多段階に蓄積することにより発生するが、これらの変異誘発および蓄
積の要因（発がん要因）として、近年、肥満・糖尿病、運動不足等の生活
習慣との関連が強く示唆されている。この回では、がんの発生と運動、お
よび生活習慣との関係について理解してもらう。 
【キーワード】 

生活習慣、がん予防、運動、発がんメカニズム 

15 
子どもの体力・運動能

力の現状とその課題 

子どもの体力・運動能力の低下は、将来的に国民全体の運動習慣や体力・
運動能力低下につながり、肥満、高脂血症、糖尿病、高血圧症、心臓病な
どの生活習慣病の増加をもたらし、医療や介護に要する費用の高騰、そし
て社会全体の活力に大きな影響を及ぼすことが予想される。この回では、
これまで蓄積されてきた調査データに基づいて、日本人、特に、子どもの
体力・運動能力の変化と現状を正しく把握し、その背景を理解する。この
問題の解決に向けた取り組みの在り方についても考える。 
【キーワード】 

体力・運動能力低下、二極化、運動指針、新体力テスト、運動習慣 

〔執筆担当〕田城 孝雄（放送大学教授）、森谷 敏夫（京都大学名誉教授）、鈴木 大地（順天堂

大学客員教授、スポーツ庁長官）、田村 好史（順天堂大学教授）、島田 和典（順天堂大学先任

准教授）、石島 旨章（順天堂大学准教授）、内藤 久士（順天堂大学教授）、本井 ゆみ子（順

天堂大学大学院特任教授）、戸塚 ゆ加里（国立がん研究センターユニット長） 

〔方略〕 テレビ、インターネットを視聴 

〔評価方法と基準〕 通信指導の提出、放送大学の本試験にて成績評価 

〔教科書〕 随時紹介 

〔参考書〕 随時紹介 
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栄養学 

［はり師きゅう師学科 夜］ 1年生 （後期） ２単位 講義  

非常勤講師 森 和也  

〔一般目標（GIO）〕 ヒトは外界から物質を摂取し、消化・吸収する。消化・吸収された物質は、

体内でエネルギー源として利用される他、体を構成する成分の合成に利用される。そして、代謝によ

って不要となった物質は老廃物として排泄される。栄養とは、人が生命維持や成長・活動するために

必要な食物を摂取することと定義され、こうした生命活動の営みすべてを「栄養」と言い、食物中に

含まれる成分を栄養素と呼ぶ。本栄養学の授業は、栄養の概要について理解すると共に、栄養素の分

類や働き、栄養素の消化・吸収、体内での代謝、老廃物の排泄について理解することを目的としてい

る。 

〔授業概要〕 本授業では、栄養の基本的考え方、各栄養素とその働きについて学び、栄養と健康の

関係についても概説する。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 栄養の概念 
栄養の定義を理解し「栄養」と「栄養素」の違いについて学ぶ。 

三大栄養素と五大栄養素の働きについて理解する。 

2 食物の摂取 

満腹感はどのように生じるのか、空腹感と食欲の違いを理解する。 

摂食中枢・満腹中枢など古くからの概念と、レプチンやグレリンなどの新

しい概念について理解する。 

サーカディアンリズムの特徴、様々な因子の日内変動、規則正しい摂食の

必要性について理解する。 

3 
消化吸収と栄養素の体

内動態 1  

消化器系と消化腺について解剖学・生理学の立場から説明できる。 

管腔内消化と膜消化の 2つのステージについて説明できる。 

消化管ホルモンとその働きについて説明できる。 

4 
消化吸収と栄養素の体

内動態 2 

消化酵素と栄養素の関係について説明できる。 

水溶性栄養素と疎水性栄養素の吸収経路の違いについて説明できる。 

食物繊維と難消化性糖質の消化吸収について説明できる。 

5 たんぱく質の栄養 1 
アミノ酸・たんぱく質の構造と機能について理解する。 

たんぱく質の合成・分解について説明できる。 

6 たんぱく質の栄養 2 
不可欠アミノ酸と可欠アミノ酸の違いについて説明できる。 

アミノ酸代謝について説明できる。 

7 糖質の栄養 1 

糖質の種類と分類について説明できる。 

糖代謝の流れについて説明できる。 

脳のエネルギー源が基本的にグルコースのみであることから、血糖値を一

定に保つことがいかに重要か理解する。 

8 糖質の栄養 2 
血糖とその調節について説明できる。 

糖質と脂質の相互変換について理解する。 

9 脂質の栄養 1 

脂質の種類と分類について説明できる。 

脂肪酸からエネルギー(ATP)が合成されるまでの流れについて説明でき

る。 
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10 脂質の栄養 2 

脂質の臓器間輸送について説明できる。 

コレステロールとはどのようなものか説明できる。 

脂肪酸由来の生理活性物質(エイコサノイド)について説明できる。 

11 ビタミンの栄養 1 

脂溶性ビタミンの種類と働きについて説明できる。 

ビタミンの栄養学的機能について説明できる。 

脂溶性ビタミンの欠乏症と過剰症について理解する。 

12 ビタミンの栄養 2 

水溶性ビタミンの種類と働きについて説明できる。 

水溶性ビタミンの組織飽和と尿中排泄について理解する。 

水溶性ビタミンの欠乏症と過剰症について理解する。 

13 
ミネラル(無機質)の栄

養 1 

ミネラルの分類と栄養学的機能について説明できる。 

多量ミネラルと微量ミネラルの種類と役割について説明できる。 

14 
ミネラル(無機質)の栄

養 2 

硬組織とミネラルの役割について説明できる。 

生体機能の調節機構とミネラルの関与について説明できる。 

15 
水・電解質の栄養的意

義 1 

生体内での水分のバランスについて説明できる。 

細胞内液と細胞外液(細胞間液・血漿)について理解する。 

16 
水・電解質の栄養的意

義 2 

体液の浸透圧変化による脱水・浮腫のメ力ニズムについて理解する。 

体液量の調節や電解質代謝に関するホルモンについて説明できる。 

17 エネルギー代謝 1 

物理的燃焼値と生理的燃焼値について理解する。 

基礎代謝量とは何か、基礎代謝量に影響を与える因子について説明でき

る。 

18 エネルギー代謝 2 

エネルギー消費量について学ぶ。 

呼吸商とは何か、またその数値について説明できる。 

エネルギー代謝と生活習慣病との関係について理解する。 

19 定期試験 筆記試験 

20 まとめ 定期試験の解説と栄養学講義のまとめ 

〔方略〕 講義(板書) 

〔評価方法と基準〕 定期試験、出席状況及び授業態度などを総合的に評価する。 

〔学生の質問への対応〕 講義前及び終了後に対応する。 

〔教科書〕 栄養科学イラステッド「基礎栄養学（第４版）」（羊土社） 

〔参考書〕 特に指定しない。 
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栄養学 

［はり師きゅう師学科 昼］ １年生 （後期） ２単位 講義  

非常勤講師 宮澤 貞子  

〔一般目標（GIO）〕 人は外界から食物や水を摂取し、体内で代謝してエネルギーや栄養素を得て

生きています。自分が健康でなくては日常生活に支障が出ますし、患者に対して十分な施術がで

きません。寿命が延び高齢者社会になってきましたが、高齢なっても元気に過ごすためには、若

い時からの生活習慣が大切になります。また、元気でないと生き生きと仕事ができません。栄養

学の授業で、栄養素の働きを知り、自分の食生活を振り返るとともに、健康に生きるための知識

を得ましょう。 

〔授業概要〕 まず、健康とはどういうことか、現代の健康問題は何かを考えます。自分の健康状態

や食生活について診断し、問題点があれば改善する方法を考えます。食べ物に含まれる色々な栄

養成分の基礎知識を学び、病気との関係の知識を深めます。最近話題の機能成分や、美容に関係

する栄養も学びます。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 健康とは 健康の定義、健康寿命、栄養とは、生活習慣病とは 

2 
我が国の栄養の現状と

問題点 

健康に関する現状と問題点、国家の施策（食生活指針、健康日本２１）、

国民健康・栄養調査結果 

3 
食生活診断、食事バラ

ンスについて 

自分の食生活を記録し、診断する。何をどれだけ食べたらよいか、食事バ

ランスを調べる方法（四群点数法、食事バランスガイドなど） 

4 口に入る食品の分類 
食品と薬剤、特別用途食品、特定保健用食品、栄養機能食品、健康食品、

介護食 

5 栄養成分（１） 
糖質の栄養学（働き、種類、特徴、多く含む食品、など）、食物繊維の種

類と働き 

6 栄養成分（２） 
たんぱく質の栄養学（働き、種類、特徴、多く含む食品、など）、 

脂質の栄養学（働き、種類、特徴、多く含む食品、など） 

7 栄養成分（３） 
ビタミンの栄養学、水溶性と脂溶性、（働き、種類、特徴、多く含む食品、

など） 

8 栄養成分（４） 
ミネラルの栄養学、（働き、種類、特徴、多く含む食品、など）、 

水の栄養学（体内の水分量、働き、など） 

9 栄養成分（５） 
フィトケミカル(ポリフェノールなど)、機能成分の種類と機能、フードフ

ァディズム、抗酸化作用、腸内細菌の役割 

10 栄養成分（６） エネルギー、エネルギー代謝 

11 食事摂取基準 食事摂取基準とは、食事摂取基準の基準値を知る 

12 消化と吸収 
食欲のメカニズム、各栄養素の消化（消化酵素）、吸収のされ方、 

代謝、異化と同化、糖新生 

13 疾病の栄養学（１） 

健康に影響を与える因子、生活習慣病の原因、メタボリックシンドローム、

肥満症（発症メカニズム、判定(ＢＭＩなど)、症状、予防方法、食事の注

意点） 

14 疾病の栄養学（２） 
糖尿病、動脈硬化、脂質異常症、高血圧症、（（発症メカニズム、判定、症

状、予防方法、食事の注意点） 
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15 疾病の栄養学（３） 
脳卒中、心臓病、がん、骨粗鬆症、その他、（発症メカニズム、判定、症

状、予防方法、食事の注意点） 

16 
ライフステージ別の栄

養学 
ライフステージ別の健康や栄養の特徴、注意点 

17 美容と栄養（１） 美容に関係する栄養素、美容に関係する栄養素を含む食品 

18 美容と栄養（２） 美容に関係する栄養の知識 

19 定期試験 筆記試験 

20 まとめ 定期試験の解説と栄養学講義のまとめ 

〔方略〕 講義、ＤＶＤ鑑賞、演習、ミニテスト（練習問題）  

〔評価方法と基準〕 定期試験（80％）、授業内ミニテスト、レポートやＤＶＤの内容提出など（20％）

を総合的に判断して評価する。追・再試験も行う。  

〔学生の質問への対応〕 講義前、講義後に対応する。質問の回答は次回授業の時になる場合もある。 

〔教科書〕 栄養科学イラステッド「基礎栄養学第４版」（羊土社） 

プリントを配布するので、２穴のリングファイルを用意してほしい。 

〔参考書〕 特になし。授業内で紹介する事もある。  

謙虚 
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解剖学Ⅰ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ １年生 （通年） ４単位 講義  

専任教員 松本 絹恵  

〔一般目標（GIO）〕人体の構造と機能を細胞レベルで学び、種々の内臓や循環器、ホルモンや神経

などの名称を知り、その作用を理解する事で、他の医学を学ぶ際にも必要な医学的基礎知識を身に付

ける事を目標とする。 

〔授業概要〕解剖学Ⅰでは、人体の構成から始まり、内臓や脈管、ホルモンや神経など各部の名称を

知り、基本的な構造から構成や作用を理解する事で、臨床や他の学問につながる知識が身に付くよう

解説を行う。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

第 1章 人体の構成 
細胞の基本構造、細胞膜、細胞小器官、細胞骨格、細胞核の構造を学ぶ。 

2 第 1章 人体の構成 細胞分裂と遺伝子について学ぶ。上皮組織の分類と構造を学ぶ。 

3 第 1章 人体の構成 結合組織の分類と構造を学ぶ。 

4 第 1章 人体の構成 筋組織、神経組織の分類と構造を学ぶ。 

5 第 1章 人体の構成 
体表構造(皮膚の構造、皮膚の神経・血管、毛、爪、皮脂腺)について学ぶ。 

人体の区分と方向について学ぶ。 

6 第 2章 循環器系 循環器系の概要、心臓(位置、心臓壁、心房と心室、弁膜)について学ぶ。 

7 第 2章 循環器系 
心臓(心膜、刺激伝導系、心臓の血管)、血液循環(体循環、肺循環)につい

て学ぶ。 

8 
第 2章 循環器系 

復習 

血管の構造(動脈、静脈、毛細血管、吻合、門脈)について学ぶ。 

これまでの復習。 

9 前期中間試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

10 試験返却・解説 中間試験の解説を行い、理解を深める。 

11 第 2章 循環器系 動脈系(頭頚部、上肢、胸腹部、骨盤部、下肢の動脈)について学ぶ。 

12 第 2章 循環器系 静脈系(上半身、下半身の静脈)、胎児循環について学ぶ。 

13 第 2章 循環器系 リンパ系の走行と器官(リンパ節、脾臓、胸腺、リンパ小節)について学ぶ。 

14 第 3章 呼吸器系 呼吸器系の概要、鼻、咽頭・喉頭、気管・気管支の構造を学ぶ。 

15 第 3章 呼吸器系 肺の構造、胸膜、縦隔について学ぶ。 

16 第 4章 消化器系 消化器系の概要、消化管の基本構造、口腔(唾液腺、歯、舌)について学ぶ。 

17 第 4章 消化器系 食道、胃(胃間膜)、小腸の構造を学ぶ。 

18 
第 4章 消化器系 

復習 

大腸の構造を学ぶ。 

これまでの復習。 

19 後期期末試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

20 試験返却・解説 期末試験の解説を行い、理解を深める。 

21 第 4章 消化器系 肝臓、胆嚢の構造を学ぶ。 

22 第 4章 消化器系 膵臓の構造、腹膜の構造と腹膜内臓器、腹膜後臓器の分類について学ぶ。 

23 第 5章 泌尿器系 泌尿器系の概要、腎臓、尿路(尿管、膀胱、尿道)の構造を学ぶ。 

24 第 6章 生殖器系 生殖器系の概要、男性生殖器の構造を学ぶ。 



２０２３－１年◆Ｃ 

―18― 

25 第 6章 生殖器系 女性生殖器の構造を学ぶ。 

26 
第 6章 生殖器系 

第 7章 内分泌系 

受精と発生について学ぶ。 

下垂体の構造と下垂体前葉ホルモン、下垂体後葉ホルモンを学ぶ。 

27 第 7章 内分泌系 
松果体、甲状腺、副腎の構造と各器官から分泌されるホルモン、膵臓、性

腺(精巣、卵巣)から分泌されるホルモンについて学ぶ。 

28 
第 7章 内分泌系 

復習 

松果体、甲状腺、副腎の構造と各器官から分泌されるホルモン、膵臓、性

腺(精巣、卵巣)から分泌されるホルモンについて学ぶ。 

これまでの復習。 

29 後期中間試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

30 試験返却・解説 中間試験の解説を行い、理解を深める。 

31 第 8章 神経系 
神経系の概要、神経組織、神経の分類(中枢神経、末梢神経)、大脳の構造

を学ぶ。 

32 第 8章 神経系 小脳、間脳、脳幹(中脳、橋、延髄)の構造を学ぶ。 

33 第 8章 神経系 脊髄、髄膜、脳室、脳の血管の構造を学ぶ。 

34 第 8章 神経系 伝導路について学ぶ。 

35 第 8章 神経系 脳神経、脊髄神経の種類と走行を学ぶ。 

36 
第 8章 神経系 

第 9章 感覚器系 

自律神経について学ぶ。 

視覚器の構造を学ぶ。 

37 第 9章 感覚器系 聴覚器、味覚器、嗅覚器の構造を学ぶ。 

38 
第 9章 感覚器系 

復習 

聴覚器、味覚器、嗅覚器の構造を学ぶ。 

これまでに復習。 

39 後期期末試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

40 試験返却・解説 期末試験の解説を行い、理解を深める。 

〔方略〕スライドおよび板書を中心として講義を行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験(中間試験、期末試験)を総合して評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 授業中、勤務時間内 

〔教科書〕社団法人 東洋療法学校協会編集 河野邦夫・伊藤隆造・坂本裕和・前島徹・樋口桂 著  

    「解剖学 第２版」医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕随時紹介 

実務年数（鍼灸院）１１年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた解剖学的知

見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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解剖学Ⅱ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ １年生 （通年） ４単位 講義  

専任教員 澤口 真也  

〔一般目標（GIO）〕解剖学Ⅱは、人体の骨や筋の構成、脈管や神経、それらの名称や作用など、医

学的基礎知識を理解する事を目標とする。人体の構造を理解することは、医学分野の学習をするうえ

で欠かすことのできない基本的知識であると理解し、意欲的に取り組むよう指導する。 

〔授業概要〕解剖学Ⅱでは、人体を構成するものとは何かを知り、人間の運動にかかわる基本的な構

造や構成、作用を知ることにより、臨床や他の学問に繋がる知識を持つことを教授する。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション 

運動器系[総論] 

骨格系 

授業ガイダンス。 

骨の形状、骨の連結、関節の種類や名称を理解する。 

Ｐ160骨の形状～Ｐ163関節の種類まで。 

2 運動器系[全身の骨格] 

脊柱 

脊柱の構成の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ169脊柱の構成～Ｐ172椎間孔まで。 

3 運動器系[全身の骨格] 

脊柱 

各部の椎骨の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ172各部の椎骨の頸椎～Ｐ176尾骨まで。 

4 運動器系[全身の骨格] 

脊柱、胸郭 

脊柱の弯曲、胸郭の構成の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ176脊柱の弯曲～Ｐ178胸郭の全体像と運動まで。 

5 運動器系[全身の骨格] 

上肢の骨格 

上肢帯の骨、自由上肢の骨の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ179上肢帯の骨の鎖骨～Ｐ181自由上肢の骨の上腕の骨まで。 

6 運動器系[全身の骨格] 

上肢の骨格と運動 

自由上肢の骨、上肢の関節の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ181自由上肢の骨の前腕の骨～Ｐ187指の関節まで。 

7 運動器系[全身の骨格] 

下肢の骨格 

下肢帯の骨、自由下肢の骨の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ187下肢帯の骨の寛骨～Ｐ190自由下肢の骨の膝蓋骨まで。 

8 運動器系[全身の骨格] 

下肢の骨格と運動 

下腿の骨、足の骨、下肢の関節の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ190下腿の骨の脛骨～P194下肢の関節の股関節まで。 

9 運動器系[全身の骨格] 

下肢の運動 

下肢の関節の種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ194下肢の関節の膝関節～P197足弓まで。 

10 定期試験(中間テスト) 記述式、穴埋め問題、４者択一問題。 

11 定期試験解説 

運動器系[全身の骨格] 

頭蓋骨 

定期試験の解答を示し、解説する。 

頭蓋骨の成り立ち、頭蓋骨の種類や名称を理解する。 

Ｐ198頭蓋骨～Ｐ203外頭蓋底まで。 

12 運動器系[全身の骨格] 

頭蓋骨 

顔面頭蓋、脳頭蓋・顔面頭蓋をつくる骨の種類や名称を理解する。 

Ｐ203顔面頭蓋～Ｐ209口蓋骨・下鼻甲介・鋤骨まで。 

13 運動器系[全身の骨格] 

頭蓋骨 

運動器系[総論] 

筋系 

顔面頭蓋をつくる骨、頭部の関節・顎関節の種類や名称、その作用を理解

する。筋の付着、筋の形、筋の神経、筋の補助装置、筋の作用と運動の種

類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ209下顎骨～Ｐ210頭部の関節・顎関節まで。 

Ｐ164筋の付着～Ｐ168筋の作用と運動まで。 

14 運動器系[体幹] 

体幹の筋 

胸筋の種類や名称、横隔膜の作用や走行、起始・停止を理解する。 

Ｐ211体幹の筋の胸筋～Ｐ214横隔膜まで。 
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15 運動器系[体幹] 

体幹の筋 

腹筋、会陰筋の種類や名称やその作用を理解する。 

Ｐ214腹筋の前腹筋～Ｐ220会陰筋の球海綿体筋まで。 

16 運動器系[体幹] 

体幹の筋 

体幹の運動 

背筋の種類や名称やその作用を理解する。体幹の運動の種類や名称、その

方法や作用を理解する。 

Ｐ220背筋の浅背筋～Ｐ225呼吸運動まで。 

17 運動器系[体幹] 

体幹の局所解剖  

胸部、腹部、会陰、背部の局所解剖を理解する。 

Ｐ226胸部の局所解剖～Ｐ228の背部の局所解剖まで。 

18 運動器系[上肢] 

上肢の筋 

上肢帯の筋、上腕の屈筋や伸筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停

止を理解する。 

Ｐ237上肢帯の筋～Ｐ242上腕の伸筋群まで。 

19 定期試験(期末テスト) 記述式、穴埋め問題、４者択一問題。 

20 定期試験解説 定期試験の解答を示し、解説する。 

21 運動器系[上肢] 

上肢の筋 

前腕の屈筋や伸筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解する。 

Ｐ242前腕の筋～Ｐ249前腕の筋の示指伸筋まで。 

22 運動器系[上肢] 

上肢の筋 

手の筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解する。 

Ｐ249手の筋～Ｐ252手の筋の掌側・背側骨間筋まで。 

23 運動器系[上肢] 

上肢の運動 

上肢の局所解剖 

肩関節の運動、肘関節の運動の種類や名称、その作用を理解する。肋鎖間

隙、腋窩、上腕筋間中隔、肘窩、屈筋支帯と手根管、伸筋支帯の局所解剖

を理解する。 

Ｐ252肩関節の運動～Ｐ257上肢の局所解剖の伸筋支帯まで。 

24 運動器系[下肢] 

下肢の筋 

下肢帯の筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解する。 

Ｐ265下肢帯の筋～Ｐ268梨状筋・内閉鎖筋・上双子筋（他）まで。 

25 運動器系[下肢] 

下肢の筋 

大腿の筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解する。 

Ｐ269大腿の筋～Ｐ274半腱様筋・半膜様筋まで。 

26 運動器系[下肢] 

下肢の筋 

下腿の筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解しる。 

Ｐ274下腿の筋～Ｐ279後脛骨筋・長指屈筋・長母指屈筋まで。 

27 運動器系[下肢] 

下肢の筋 

足の筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解する。 

Ｐ279足の筋～Ｐ282中足筋まで。 

28 運動器系[下肢] 

下肢の運動 

下肢の局所解剖 

股関節、膝関節、足部、足指の運動を理解する。大腿前面、殿部、膝窩、

下腿の筋区画、足部の局所解剖を理解する。 

Ｐ282下肢の運動～Ｐ286足部の局所解剖まで。 

29 運動器系[頭頸部] 

頭頸部の筋 

頭部の筋、頸部の筋の種類や名称、その作用や走行、起始・停止を理解す

る。 

Ｐ297頭頸部の筋～Ｐ302項部の筋まで。 

30 定期試験(中間テスト) 記述式、穴埋め問題、４者択一問題。 

31 定期試験解説 

運動器系[頭頸部] 

頭頸部の体表および局

所解剖 

定期試験の解答を示し、解説する。 

頭部、頸部の局所解剖を理解する。 

Ｐ302頭頸部の体表および局所解剖～Ｐ304後頸三角まで。 

32 運動における作用と筋 

上肢帯、上肢の運動に

おける筋と作用 

テコの原理（第 1,2,3のテコ）を理解する。 

肩甲骨・上肢骨の運動における筋と作用を理解する。 

33 下肢帯、下肢の運動に

おける筋と作用 

寛骨・下肢骨の運動における筋と作用を理解する。 

頭部、脊柱の運動における筋と作用を理解する。 
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頭部、脊柱の運動にお

ける筋と作用 

34 姿勢と歩行における作

用と筋 

重心・重心線と作用筋について理解する。 

歩行周期と作用筋について理解する。 

35 運動器系[体幹] 

体幹の脈管・リンパ 

体幹の神経 

胸壁、腹壁、会陰、背部の動脈・静脈・リンパ・神経の種類や名称を理解

する。 

Ｐ228腹壁の動脈～Ｐ236背部の神経まで。 

36 運動器系[上肢] 

上肢の脈管・神経 

上肢の動脈、静脈、リンパの種類や名称、その作用を理解する。 

Ｐ257上肢の脈管～Ｐ258上肢のリンパまで。 

腕神経叢の構成や名称を理解する。上肢前面の神経走行、上肢帯での神経

走行、上肢後面の神経走行を理解する。 

Ｐ259腕神経叢の構成～Ｐ264上肢後面の神経走行まで。 

37 運動器系[下肢] 

下肢の脈管・神経 

下肢の動脈、静脈、リンパの種類や名称、その走行や作用を理解する。 

Ｐ287下肢の脈管～Ｐ290下肢のリンパまで。 

腰神経叢、仙骨神経叢の構成や名称、その神経の走行を理解する。 

Ｐ290下肢の神経～Ｐ296陰部神経まで。 

38 運動器系[頭頸部] 

頭頸部の脈管・神経 

頭頸部の動脈、静脈、リンパの種類や名称、その走行や作用を理解する。 

Ｐ305頭頸部の脈管～Ｐ309頭頸部のリンパ系まで。 

脳神経の種類や名称、その走行や作用を理解する。 

Ｐ309頭頸部の末梢神経～Ｐ316頭頸部の自律神経まで。 

39 定期試験(期末テスト) 記述式、穴埋め問題、４者択一問題。 

40 定期試験解説 定期試験の解答を示し、解説する。 

〔方略〕 講義（教科書、配布資料）、および板書、配布資料 

〔評価方法と基準〕 定期試験(中間・期末)、小テスト、授業態度を総合して評価する。 

〔学生の質問への対応〕 授業内、授業後、その他 

〔教科書〕 社団法人 東洋療法学校協会編集 河野邦夫・伊藤隆造・坂本裕和・前島徹・樋口桂 著  

      「解剖学 第２版」医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕「運動学 改訂第２版」齋藤宏 著  医歯薬出版株式会社  

実務年数（鍼灸院） 1５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた解剖学的知

見に基づき臨床に即した知識を教授する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２３－１年◆Ｃ 

―22― 

生理学Ⅰ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （通年） ４単位 講義  

専任教員 原田 晃  

〔一般目標（GIO）〕 生理学は生命現象のメカニズムを追求する学問であり、科学的手法を用いて

機能面を重視する。その学習のためには種々の基礎的知識や技術を生かし、生命現象に内在する法則

性を見いだすことで、さらに総合的な生命現象を理解させる。 

〔授業概要〕 生理学Ⅰでは基本的な生理学の概念を説明し、臓器ごとの生理現象についてその存在

意義とメカニズムについて解説していく。生理学は鍼灸師が習得すべき医学知識の礎となるものであ

り、鍼灸師が臨床現場で遭遇するであろう疾患などと関連付けながら講義を進めていく。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリテ・生理学の基礎 人体とは何か。人体を構成する最小単位は細胞であることを知る。 

2 生理学の基礎 細胞に含まれる様々な細胞小器官と、その働きを知る。 

3 物質の代謝・移動 生体内ではどのような化学反応が起こっているのかを知る。 

4 赤血球 赤血球とは何か、どのような働きをする細胞なのかを知る。 

5 白血球・血小板 生体防御の要である白血球、止血に重要な働きをする血小板を知る。 

6 血漿・血液型 血漿の成分と働き、血液型はどのように決定するのか知る。 

7 循環・心臓 血液を体内に循環させる心臓の構造と働きを知る。 

8 心周期・心電図 心周期と心電図の生理学的意義を知る。 

9 心臓の支配神経・血管 心臓に分布する神経や血管について知る。 

10 静脈・血圧、復習 静脈や血圧の医学的意義などを知る。これまでの復習。 

11 中間試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

12 試験解答・解説 中間テストの解説を行い、理解を深める。 

13 循環の調節 循環システムの調節機構について知る。 

14 特殊循環・リンパ 特殊な部位の循環、リンパ循環について知る。 

15 呼吸と呼吸器 呼吸と呼吸器について知る。 

16 肺気量など 肺気量について生理学的意義について知る。 

17 呼吸運動の調節 呼吸の調節システムについて知る。 

18 消化と吸収、復習 消化器の概要を知る。これまでの復習。 

19 期末テスト 学習の内容が定着しているか確認する。 

20 テスト解説 期末テストの解説を行い、理解を深める。 

21 胃内消化・小腸消化 胃・小腸の働きを知る。 

22 胆汁・腸液 胆汁や腸液の働きについて知る。 

23 栄養素の吸収 小腸、大腸での吸収について知る。 

24 消化管ホルモン・栄養 消化管ホルモン・栄養素について知る。 

25 各種栄養素 三大栄養素とは何かを知る。 

26 タンパク質・体温 タンパク質とは何か、体温について知る。 

27 体温・排泄 体温とは何か、体温を保つ意義について知る。腎臓の構造の確認。 
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〔方略〕 講義（配布資料、教科書）、板書 

〔評価方法と基準〕 中間試験、期末試験を総合して評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕授業内、授業後  

〔教科書〕 佐藤優子・佐藤昭夫 他著 「生理学 第３版」医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕 坂井建雄・河原克雅 「人体の正常構造と機能」日本医事新報社 

      小澤瀞司・福田康一郎 「標準生理学」医学書院 

実務年数（鍼灸院） １８年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は大学院で鍼灸治療による齲歯予防の研究実績を持つ。また自身が開業する鍼灸治療院で

の治療実績を持ち、様々な患者を治療する中で得られた生理学的知見に基づき臨床に即した知識を教

授する。 

 

 

 

28 尿の生成・復習 尿の生成について知る。これまでの復習 

29 中間試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

30 テスト解説 中間テストの解説を行い、理解を深める。 

31 腎の体液調節 腎臓の機能と体液調節システムについて知る。 

32 内分泌総論 内分泌のシステムについて知る。 

33 内分泌各論（下垂体等） 脳下垂体から分泌されるホルモンについて知る。 

34 内分泌各論（甲状腺等） 甲状腺・副甲状腺・膵臓から分泌されるホルモンについて知る。 

35 内分泌各論（副腎） 副腎から分泌されるホルモンについて知る。 

36 内分泌各論（性腺）生殖 性腺から分泌されるホルモンについて知る。男性生殖器について知る。 

37 女性生殖器 女性生殖器の働き、妊娠について知る。 

38 成長・老化、復習 ヒトの成長と老化について知る。これまでの復習。 

39 期末試験 学習の内容が定着しているか確認する。 

40 テスト解説 期末テストの解説を行い、理解を深める。 
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生理学Ⅱ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ １年生 （通年） ４単位 講義  

専任教員 梅田 伸威  

〔一般目標（GIO）〕 

生理学は生体の機能とそのメカニズムを解明する学問である。この科目では、神経、自律神経、筋、

運動、感覚、生体の防御機構について、それぞれの正常な機能とそのメカニズムについて学習する。

上記内容を学習し、正常な機能の破綻によって生じる病気・病態について、理解する力を養う。 

〔授業概要〕 

教科書、配布資料をもとに授業を行う。ホワイトボード、パワーポイントなどを使用して教科書の

内容を図式化し、内容をイメージできるように授業を行っていく。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

神経系 

オリエンテーションでは年間スケジュールの確認、成績の付け方について

説明を行う。また、神経系とは何か、神経系の役割と分類について説明す

る。 

2 神経細胞と支持細胞 神経細胞の特徴と、神経支持細胞の持つ機能や特徴について学習する。 

3 神経線維の興奮と伝導 

平時の神経細胞内は、神経細胞外に対し負の電位を示す。刺激を受けると

神経細胞内に電位変化が起こり、やがて電気が流れる。この仕組みについ

て学習する。 

4 興奮の伝達 
神経細胞と他の細胞との間で、興奮の伝達が行われる。興奮の伝達はどの

ように行われるのか、その仕組みについて学習する。 

5 末梢神経系 末梢神経系とは何か、また末梢神経系の分類と名称について学習する。 

6 中枢神経系・脊髄 
中枢神経系とは何か、また中枢神経系のうち、脊髄の構造と機能について

学習する。 

7 中枢神経系・脳幹 脳幹とは何か、脳幹の持つ機能について学習する。 

8 中枢神経系・間脳 間脳とは何か、間脳の持つ機能について学習する。 

9 中枢神経系・小脳 小脳の持つ機能について学習する。 

10 中間テスト  

11 中枢神経系・大脳 大脳のうち、大脳基底核、大脳辺縁系について学習する。 

12 中枢神経系・大脳 

大脳の新皮質について学習する。大脳新皮質は各部位が異なった役割を果

たしており、これを機能局在という。大脳のどの部位がどのような役割を

果たしているのか学習していく。 

13 中枢神経系・大脳 大脳の機能局在について学習していく。 

14 中枢神経系・大脳 脳波、睡眠、脳脊髄液について学習する。 

15 内臓の自律神経調節 
自律神経系の概要について説明する。自律神経のうち、交感神経と副交感

神経の特徴について学習する。 

16 内臓の自律神経調節 交感神経と副交感神経による体内調節について学習する。 

17 内臓の自律神経調節 自律神経調節の特徴と神経伝達物質、および受容体について学習する。 

18 内臓の自律神経調節 自律神経の中枢と自律神経反射について学習する。 

19 期末テスト  

20 テスト解説 期末テストについて解説を行い、テスト内容の確認を行う。 
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21 筋 
はじめに筋の種類について学習する。その後、骨格筋の構造と機能、収縮

の仕組みについて学習する。 

22 筋 
筋収縮の様式、弛緩の仕組み、筋のエネルギー供給の仕組みについて学習

する。 

23 筋、運動 平滑筋、心筋の特徴、骨格筋の神経支配について学習する。 

24 運動 
筋紡錘、腱受容器、α運動ニューロン、γ運動ニューロンの機能、及び脊髄

レベルでの運動調節について学習する。 

25 運動 脊髄レベルでの運動調節、及び脳幹による運動調節について学習する。 

26 運動 小脳、大脳基底核、大脳皮質による運動調節について学習する。 

27 運動 大脳皮質による運動調節、錐体路について学習する。 

28 運動 錐体外路、発声、及び言語について学習する。 

29 中間テスト  

30 感覚 
感覚の分類と一般的性質、受容器と興奮伝達、及び体性感覚について学習

する。特に受容器と感覚情報を伝える神経線維について学習する。 

31 感覚 体性感覚の伝導路、及び内臓感覚と臓器感覚、痛覚について学習する。 

32 感覚 内因性発痛物質、痛みによる反応、痛みの抑制系について学習する。 

33 感覚 特殊感覚とは何か、特殊感覚の味覚と嗅覚、聴覚について学習する。 

34 感覚 聴覚と平衡覚、及び視覚について学習する。 

35 感覚 視覚について学習する。 

36 生体の防御機構 生体の防御機構の概要と、先天性免疫について学習する。 

37 生体の防御機構 炎症反応と後天性免疫、抗体について学習する。 

38 生体の防御機構 補体、細胞性免疫と液性免疫、アレルギーと膠原病について学習する。 

39 期末テスト  

40 テスト解説 期末テストについて解説を行い、テスト内容の確認を行う。 

〔方略〕 講義 

〔評価方法と基準〕前後期ともに中間テスト期末テストの結果を足して２で割ったものを評価とする。 

〔学生の質問への対応〕 随時受け付ける。 

〔教科書〕 社団法人東洋療法学校協会編 生理学 第３版 

〔参考書〕 随時紹介していく 

実務年数（鍼灸院） １８年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた生理学的知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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東洋医学概論Ⅰ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （通年） 4単位 講義  

専任教員 片山 玲美  

〔一般目標（GIO）〕 前期・後期を通じて、東洋医学の基礎概念を学習し理解する。2・3年に学習

する東洋医学概論Ⅱ・東洋医学臨床論に対応できるよう東洋医学の基礎を作る。 

〔授業概要〕 プリントを配布し、それを中心に授業を進める。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

東洋医学の歴史 
東洋医学の歴史について学ぶ。 

2 陰陽学説 
人体に対する東洋医学の基本的な考え方や基本的な治療法の概要につい

て学ぶ。 

3 五行学説 
人体に対する東洋医学の基本的な考え方や基本的な治療法の概要につい

て学ぶ。 

4 
五行学説 

虚実と標本 治療法 

人体に対する東洋医学の基本的な考え方や基本的な治療法の概要につい

て学ぶ。 

5 
東洋医学の現状 

生理物質 

東洋医学の現状について知る。 

生理物質ついて理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

6 精の生理・病理 精の病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

7 気の生理・分類 気の生理・分類について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

8 気の病理 気の病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

9 前期中間前復習 前期中間前の復習・確認。 

10 前期中間試験 記述問題ならびに選択問題。 

11 中間試験返却・解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

12 血の生理 血の生理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

13 血の病理 血の病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

14 
津液の生理・分類 

津液の病理 

津液の生理・分類・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎

を学ぶ。 

15 生理物質の相互関係 
生理物質の相互関係について理解し、診断・治療を行うための基礎を学

ぶ。 

16 神の生理・病理 神の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

17 陰陽の生理・病理 陰陽の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

18 前期期末試験前復習 前期期末前の復習・確認。 

19 前期期末試験 記述問題ならびに選択問題。 

20 期末試験返却・解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

21 蔵象学説 蔵象学説について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

22 肝の生理 肝の生理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

23 肝の病理 肝の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

24 胆の生理と病理 胆の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

25 心の生理・病理 心の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 
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26 
心の病理 

小腸の生理と病理 

心・小腸の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を

学ぶ。 

27 脾の生理 脾の生理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

28 
脾の病理 

胃の生理と病理 

脾・胃の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学

ぶ。 

29 後期中間試験前復習 後期中間試験前の復習・確認。 

30 後期中間試験 記述問題ならびに選択問題。 

31 中間試験返却・解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

32 肺の生理 肺の生理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

33 肺の生理 肺の生理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

34 
肺の病理 

大腸の生理と病理 

肺・大腸の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を

学ぶ。 

35 腎の生理 腎の生理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

36 腎の生理・病理 腎の生理・病理について理解し、診断・治療を行うための基礎を学ぶ。 

37 

腎の病理 

膀胱の生理と病理 

三焦の生理 

腎・膀胱の生理・病理および三焦の生理について理解し、診断・治療を

行うための基礎を学ぶ。 

38 後期期末試験前復習 後期期末試験前の復習・確認。 

39 後期期末試験 記述問題ならびに選択問題。 

40 期末試験返却・解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

〔方略〕 講義・配布資料 

〔評価方法と基準〕 中間試験、期末試験を総合して評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 勤務時間内に行う。 

〔教科書〕 『新版 東洋医学概論』教科書執筆小委員会（医道の日本社） 

〔参考書〕 随時紹介する。 

実務年数（鍼灸院）１５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は積聚学会に所属、学会で刺鍼要到についての研究実績を持つ。鍼灸院での臨床経験も豊

富で、様々な経験から得られた知見に基づき授業を展開する。 
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経絡経穴概論 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （通年） ４単位 講義  

専任教員 丸山 真由美  

〔一般目標（GIO）〕 鍼灸治療の基本となる経絡経穴について、各経脈所属の経穴の名称および部

位について学習し理解する。 

〔授業概要〕 講義においては、経脈ごとに要穴、ランドマークとなる経穴を重点的に学習し、取穴

の部位の確認も交えながら授業を行っていく。 

〔授業計画〕  通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 経絡経穴の基礎 オリエンテーション、経穴の基礎概念を学ぶ。 

2 経絡経穴の基礎 経穴の基礎概念を学ぶ。 

3 経絡経穴の基礎 

定位と尺度：経穴を取穴するにあたり基準となる長さを学ぶ 

要穴について学ぶ 

4 手の太陰肺経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

5 手の陽明大腸経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 

6 足の陽明胃経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 

7 足の陽明胃経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 

8 足の太陰脾経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

9 前期中間試験 前期中間試験 

10 前期中間試験解説 前期中間試験解説 

11 足の太陰脾経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

12 
手の少陰心経 

手の太陽小腸経 
経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

13 手の太陽小腸経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

14 足の太陽膀胱経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

15 足の太陽膀胱経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 

16 
手の太陰肺経 

手の陽明大腸経 
取穴部位の確認 

17 
足の太陰脾経 

足の陽明胃経 
取穴部位の確認 

18 
手の少陰心経 

手の太陽小腸経 
取穴部位の確認 

19 前期末試験  

20 
前期末試験解説 

 

 

 

21 足の太陽膀胱経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 
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22 足の少陰腎経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

23 
手の厥陰心包経 

手の少陽三焦経 
経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

24 手の少陽三焦経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 

25 足の少陽胆経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

26 足の少陽胆経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

27 足の厥陰肝経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

28 足の厥陰肝経 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

29 後期中間試験 後期中間試験 

30 後期中間試験解説 試験解説 

31 奇経ハ脈 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

32 奇経ハ脈 経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ  

33 
奇経ハ脈 

経穴の現代的研究   

経穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴を学ぶ 

経穴の現代的な研究について学ぶ 

34 奇穴 奇穴の取穴部位及び、解剖学的な特徴と疾患の関連を学ぶ 

35 
手の厥陰心包経 

足の太陽膀胱経 
取穴部位の確認 

36 
足の厥陰肝経 

足の少陽胆経 
取穴部位の確認 

37 
手の少陽三焦経 

足の少陰腎経 
取穴部位の確認 

38 国家試験対策 国家試験対策を行う。 

39 後期末試験  

40 後期末試験解説  

〔方略〕 講義・演習（取穴） 

〔評価方法と基準〕 中間試験（50％）と期末試験（50％）を総合して評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 出勤時間内 

〔教科書〕 『新版 経絡経穴概論第２版』東洋療法学校協会編 （医道の日本社） 

〔参考書〕 随時紹介 

実務年数（鍼灸院）４年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた東洋医学的知見に基づき中医臨床に即した知識を教授する。 
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鍼灸理論Ⅰ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 1年生 （前期） 2単位 講義  

 専任教員 澤口 真也  

〔一般目標（GIO）〕 鍼術や灸術の定義、鍼・灸の名称や種類、刺鍼の方式術式、リスク管理や禁

忌、消毒法など、鍼灸においての基本的な知識を身につけることを目標とする。 

〔授業概要〕 鍼灸理論Ⅰでは、鍼灸とは何か、またどのような道具を使用し、どのように行い、ど

のようなことに気を付けなければならないかを学び、今後の鍼灸臨床に繋がる基本知識を持つことを

教授する。 

〔授業計画〕  前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション 鍼灸の歴史 

2 概論・鍼の基礎知識 鍼術と灸術の定義、鍼の名称、長さ太さ、材質 

3 特殊鍼法 鍼の種類 

4 鍼の基礎知識 古代九鍼 

5 鍼の基礎知識 刺鍼法、鍼の形状 

6 刺鍼の方式と術式 刺鍼中の手技 

7 灸の基礎知識 艾について、艾の製法 

8 灸術の種類 艾の品質、種類、線香、有痕灸・無痕灸 

9 演習授業 鍼灸理論の演習問題を解き、出題傾向に慣れる。 

10 定期試験（中間テスト） 
記述式、穴埋め問題、４者択一問題 

定期試験解説 

11 鍼灸の臨床応用 刺激量と感受性 

12 鍼灸の臨床応用 鍼灸の適応と不適応 

13 リスク管理 鍼の過誤と副作用（気胸、臓器損傷など） 

14 リスク管理 鍼の過誤と副作用（折鍼、抜鍼困難など） 

15 リスク管理 灸の過誤と副作用 

16 リスク管理 感染防止対策 

17 リスク管理 消毒法 

18 演習授業 鍼灸理論の演習問題を解き、出題傾向に慣れる。 

19 定期試験（期末テスト） 記述式、穴埋め問題、４者択一問題 

20 定期試験解説 定期試験の解答を示し、解説する。 

〔方略〕 講義（教科書、配布資料）、および板書、プロジェクター 

〔評価方法と基準〕 定期試験(中間・期末)、小テスト、授業態度を総合して評価する。 

〔学生の質問への対応〕 授業内、授業後、その他 

〔教科書〕 「はりきゅう理論」教科書執筆小委員会 著 医道の日本社 

〔参考書〕 「はりきゅう実技 基礎編」教科書執筆小委員会 著 医道の日本社 

「図解 鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ」矢野忠 著 文光堂 

実務年数（鍼灸院）1５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた東洋医学的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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基礎はりきゅう実技Ⅰ（鍼） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ １年生 （通年） ２単位 実技  

専任教員 片山 玲美  

〔一般目標（GIO）〕 

鍼に対する恐怖心を取り除きながら、刺鍼に必要な基本的な知識・技術を学ぶ。また、衛生面や患者

さんへの配慮、自分の身体への負担が少ない姿勢や立ち位置、医療人としての心構えを合わせて学ぶ。 

〔授業概要〕 

原則５F実技室にて授業を行う。教員がデモンストレーションを見せた後、学生同士がペアを組み、

互いの身体を用いて練習を行っていく。 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

片手挿管 

実技室の使い方、成績のつけ方、実技の注意事項、用具の取扱い、手の洗

い方について学ぶ。寸３での片手挿管のやり方を覚える。 

2 
片手挿管、刺鍼から抜

鍼までの手順を覚える 

寸３での片手挿管のやり方を覚える。刺鍼練習台を使って揉撚、鍼の持ち

方、押手の３圧、弾入切皮、刺入、抜鍼のやり方などについて学ぶ。 

3 
片手挿管、刺鍼から抜

鍼までの手順を覚える 

寸３での片手挿管のやり方を覚える。刺鍼練習台を使って揉撚、鍼の持ち

方、押手の３圧、弾入切皮、刺入、抜鍼のやり方などについて学ぶ。 

4 
片手挿管チェック 

刺鍼練習 

片手挿管のやり方を一人ずつ確認していく。刺鍼練習台を使って揉撚、鍼

の持ち方、押手の３圧、弾入切皮、刺入、抜鍼のやり方などについて学ぶ。

刺鍼練習台に寸３の鍼（ステンレス鍼）で刺鍼練習を行う。 

5 
片手挿管 

刺鍼練習 

寸３での片手挿管を、１分間で６回行えるようにする。刺鍼練習台に寸３、

寸６の鍼（ステンレス鍼）で刺鍼練習を行う。 

6 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で７回行えるようにする。ステンレス鍼の寸３、寸６を

使って自分の下腿への刺鍼を行う。 

7 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で７回行えるようにする。ステンレス鍼の寸３、寸６を

使って自分の下腿への刺鍼を行う。 

8 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で 8回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の寸

３、寸６を使って自分の下腿への刺鍼を行う。 

9 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で９回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の寸

３、寸６を使って自分の下腿への刺鍼を行う。 

10 中間試験 9回目までの授業内容をどれだけ習得しているかを試験形式で評価を行う 

11 
フィードバック、片手

挿管、刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で 10回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の

寸３、寸６を使ってパートナーの下腿への刺鍼を行う。 

12 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で 10回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の

寸３、寸６を使ってパートナーの下腿への刺鍼を行う。 

13 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で 10回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の

寸３、寸６を使ってパートナーの下腿への刺鍼を行う。 

14 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で 11回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の

寸３、寸６を使ってパートナーの下腿への刺鍼を行う。 

15 
片手挿管 

刺鍼練習（下肢） 

片手挿管を１分間で 11回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の

寸３、寸６を使ってパートナーの下腿への刺鍼を行う。 

16 片手挿管 片手挿管を１分間で 11回行えるようにする。銀鍼、及びステンレス鍼の
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刺鍼練習（下肢） 寸３、寸６を使ってパートナーの下腿への刺鍼を行う。 

17 前期末試験 前期に学習した内容がどれだけ定着したか評価を行う。 

18 前期末試験 前期に学習した内容がどれだけ定着したか評価を行う。 

19 総復習 期末試験結果から、ウィークポイントを練習する。 

20 
総復習、腰部、殿部、

下腿の取穴 

期末試験結果から、ウィークポイントを練習する。腰部の取穴を行う。 

（追・再試験） 

21 腰部・殿部の取穴 
片手挿管を１分間で 12回行えるようにする。腰部（腎兪、大腸兪）臀部

（上殿、上胞肓）の取穴行う。患者役の学生二人の取穴を行う。 

22 
腰部・殿部・下腿の取

穴 

片手挿管を１分間で 12回行えるようにする。腰部（腎兪、大腸兪）臀部

（上殿、上胞肓）下腿（委中）の取穴行う。患者役の学生二人の取穴を行

う。 

23 
腰部・殿部・下腿の取

穴と刺鍼 

片手挿管を１分間で 12回行えるようにする。 

腰部、臀部、下腿の取穴と、ステンレス鍼寸６－３番を使用して斜刺（45

度の交叉刺）の練習を行う。 

24 
腰部・殿部・下腿の取

穴と刺鍼 

片手挿管を１分間で 12回行えるようにする。 

腰部、臀部、下腿の取穴と、ステンレス鍼寸６－３番を使用して斜刺（45

度の交叉刺）の練習を行う。 

25 
腰部・殿部・下腿の取

穴と刺鍼 

片手挿管を１分間で 1３回行えるようにする。 

腰部、臀部、下腿の取穴と、ステンレス鍼寸６－３番を使用して斜刺（45

度の交叉刺）の練習を行う。 

26 
腰部・殿部・下腿の取

穴と刺鍼 

片手挿管を１分間で 1３回行えるようにする。 

腰部、臀部、下腿の取穴と、ステンレス鍼寸６－３番を使用して斜刺（45

度の交叉刺）の練習を行う。 

27 
腰部・殿部・下腿の取

穴と刺鍼 

片手挿管を１分間で 1３回行えるようにする。 

腰部、臀部、下腿の取穴と、ステンレス鍼寸６－３番を使用して斜刺（45

度の交叉刺）の練習を行う。 

28 中間試験 腰部・殿部・下腿の取穴と刺鍼を評価する。 

29 中間試験 腰部・殿部・下腿の取穴と刺鍼を評価する。 

30 
テストフィードバッ

ク、膝関節周囲の取穴 

中間テストのフィードバックを行う。また、膝関節周囲の経穴の取穴も行

う。 

31 膝関節周囲の刺鍼 膝周りの経穴に対し、斜刺、横刺にて刺鍼を行う。 

32 膝関節周囲の刺鍼 膝周りの経穴に対し、斜刺、横刺にて刺鍼を行う。 

33 膝関節周囲の刺鍼 膝周りの経穴に対し、斜刺、横刺にて刺鍼を行う。 

34 膝関節周囲の刺鍼 
膝周りの経穴に対し、斜刺、横刺にて刺鍼を行う。タイムを定め、2名に

対し取穴と刺鍼を行う。 

35 膝関節周囲の刺鍼 
膝周りの経穴に対し、斜刺、横刺にて刺鍼を行う。タイムを定め、3名に

対し取穴と刺鍼を行う。 

36 総合復習 膝関節刺鍼の総復習 

37 期末試験①  

38 期末試験②  

39 テスト返却、復習 期末試験のフィードバックを行う。片手挿管の確認 

40 総復習 1年間指導した内容の確認（追・再試験） 
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〔方略〕 実技演習 

〔評価方法と基準〕中間テスト 45％、期末テスト 45％、課題の提出 10％で評価する。 

〔学生の質問への対応〕 随時受け付ける。 

〔教科書〕 社団法人東洋療法学校協会編 はりきゅう実技<基礎編>第 2版 医道の日本社 

〔参考書〕 随時紹介していく。 

実務年数（鍼灸院）１５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた鍼灸施術の技術を活かし基本的な手技手法を教授する。 
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基礎はりきゅう実技Ⅱ（灸） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ １年生 （通年） ２単位 実技  

専任教員 横山 史歩  

〔一般目標（GIO）〕基礎はりきゅう実技Ⅱは、灸の知識を学ぶと同時に、灸の捻り方、据え方を段

階的に学び、繰り返し練習することによって灸の基礎的技術を習得する。 
 

〔授業概要〕基礎はりきゅう実技Ⅱでは、治療家として、患者に対するマナー、消毒や施術道具の取

り扱いなどの衛生管理、施術において注意すべき点などを理解し、患者に不快感を与えずかつ安全に

対応できるような技能を習得する。また灸に対する基礎知識や技術を習得し、灸の基礎となる土台を

築き、今後履修する治療を踏まえた授業に対応できるようにする。 
 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

 

授業の流れを確認する。手指洗浄および消毒を理解し実践する。 

施術道具の取扱・管理、実技室でのマナーを理解し実践できる。 

2 
灸の基本知識と艾炷の

捻り方 

灸の基礎知識（種類、艾の品質、保存、線香）について理解する。 

基本姿勢について理解する。 

3 
灸の基本知識と艾炷の

捻り方 

灸の基礎知識（灸術の種類）について理解する。 

艾炷の形と大きさ、艾炷の捻り方(米粒大)を理解する。 

4 
灸の基本知識と艾炷の

捻り方 

灸の基礎知識（灸術の種類）について理解する。 

艾炷の形と大きさ、艾炷の捻り方(米粒大)を理解する。 

5 米粒大の艾炷 艾炷の捻り方を練習する。 

6 米粒大の艾炷 艾炷の捻り方を練習する。 

7 米粒大の艾炷 艾炷の捻り方を練習する。 

8 米粒大の艾炷 試験について説明。艾炷の捻り方を練習する。 

9 前期中間試験 
正しく艾炷を捻れているか、形・大きさは一定か、1分間で何壮できるか

等をチェックする。 

10 
試験のフィードバック 

艾炷の点火 

試験のフィードバックをし、出来ているところ、出来ていないところを再

確認する。線香の取扱いと点火について理解する。 

11 透熱灸の練習 艾炷への点火練習をする。 

12 透熱灸・八分灸の練習 
紙施灸。竹筒を使い施灸の練習をする。 

温熱緩和法のやり方を理解し・練習をする。 

13 透熱灸・八分灸の練習 
紙施灸。竹筒を使い施灸の練習をする。 

温熱緩和法のやり方を理解し・練習をする。 

14 透熱灸・八分灸の練習 
紙施灸。 

八分灸を練習する。 

15 透熱灸・八分灸の練習 
試験について説明。 

八分灸を練習する。 

16 復習 試験について説明。試験に向け練習を行う。 

17 前期期末試験① 
正しく艾炷を捻れているか、形・大きさは一定か、正しく点火出来ている

か、1分間で何壮できるか等をチェックする。 

18 前期期末試験② 10分間で紙の上に何壮施灸できるかチェックする。 
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19 試験のフィードバック 
試験のフィードバックをし、出来ているところ、出来ていないところを再

確認する。 

20 人体施灸の流れ 紙施灸。人体施灸の流れ。自分自身に施灸。 

21 安全管理 人体への施灸で起こりうる過誤と対処法について確認する。 

22 人体への施灸 紙施灸。足部の取穴及び施灸を行う。 

23 人体への施灸 紙施灸。足部の取穴及び施灸を行う。 

24 人体への施灸 紙施灸。下腿前面の取穴及び施灸を行う。 

25 人体への施灸 紙施灸。下腿前面の取穴及び施灸を行う。 

26 人体への施灸 紙施灸。腰部の取穴及び施灸を行う。 

27 人体への施灸 紙施灸。背部の取穴及び施灸を行う。 

28 復習 試験について説明。試験に向け練習を行う。 

29 中間試験 人体への施灸を安全におこなえているかチェックする。 

30 知熱灸 紙施灸。小指頭大の知熱灸の作り方と施灸の説明。竹の上に練習する。 

31 知熱灸 紙施灸。小指頭大の知熱灸の作り方と施灸。 

32 隔物灸 生姜灸・にんにく灸など。 

33 隔物灸 塩灸、みそ灸など。 

34 灸頭鍼 紙施灸。灸頭鍼の説明、やり方、デモ。刺鍼練習台に練習してみる。 

35 灸頭鍼・知熱灸 紙施灸。灸頭鍼の練習。 

36 復習 試験について説明。試験に向け練習を行う。 

37 期末試験① 10分間で紙の上に何壮施灸できるかチェックする。 

38 期末試験② 知熱灸の技術をチェックする。 

39 フィードバック 
試験のフィードバックをし、出来ているところ、出来ていないところを再

確認する。 

40 復習 人体施灸の復習。(追・再試験) 

〔方略〕 実技演習、講義(はりきゅう実技教科書・板書) 

〔評価方法と基準〕 定期試験、出席状況及び授業態度などを総合的に評価する。 

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 東洋療法学校協会編 『はりきゅう実技(基礎編)第２版』 医道の日本社  

〔参考書〕 東洋療法学校協会編 『はりきゅう理論』 医道の日本社  

      東洋療法学校協会編 『新版 経絡経穴概論』 医道の日本社 

実務年数（鍼灸院）７年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は積聚学会に所属、学会で刺鍼要到についての研究実績を持つ。鍼灸院での臨床経験も豊

富で、様々な経験から得られた知見に基づき授業を展開する。 
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臨床はりきゅう実技Ⅷ（オムニバス） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ １年生 （後期） 1単位 実技  

専任教員 塚原 拓  

〔一般目標（GIO）〕基礎はりきゅう実技で習得した技術をどのようにして活かすか、様々な治療法

を体験させることによって学んでいく。 

〔授業概要〕臨床現場で活躍する臨床家が実際行っている治療法を紹介し、安全面に十分配慮しなが

ら生徒に治療を体験させる。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 アキュゾーン治療 アキュゾーン治療とは何かを学ぶ。 

2 アキュゾーン治療 アキュゾーン治療とは何かを学ぶ。 

3 アキュゾーン治療 実際のアキュゾーン治療について学ぶ。 

4 アキュゾーン治療 実際のアキュゾーン治療について学ぶ。 

5 吸角治療 鍼灸治療と併用できる吸角治療について学ぶ。 

6 吸角治療 鍼灸治療と併用できる吸角治療について学ぶ。 

7 刺絡治療 刺絡治療について学ぶ。 

8 刺絡治療 刺絡治療について学ぶ。 

9 マタニティー鍼灸 妊産婦に対する鍼灸について学ぶ。 

10 マタニティー鍼灸 妊産婦に対する鍼灸について学ぶ。 

11 小児鍼 小児鍼について学ぶ。 

12 小児鍼 小児鍼について学ぶ。 

13 不妊治療 不妊に対する鍼灸治療について学ぶ。 

14 不妊治療 不妊に対する鍼灸治療について学ぶ。 

15 積聚治療 積聚治療とは何かを学ぶ。 

16 積聚治療 積聚治療とは何かを学ぶ。 

17 特殊鍼灸法 特殊な鍼灸治療について学ぶ。 

18 特殊鍼灸法 特殊は鍼灸治療について学ぶ。 

19 期末試験 内容の理解度を評価する。 

20 フィードバック 試験のフィードバックを行う。 

〔方略〕 実技演習、講義 

〔評価方法と基準〕 定期試験、出席状況及び授業態度などを総合的に評価する。 

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 

〔参考書〕 

実務年数（鍼灸院）１３年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた東洋医学的知見に基づき中医臨床に即した知識を教授する。 

 


